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Taketa Public Relations
広報たけた

今月の誌面ガイド   Lineup

   2  「由学館」  盛況
   4  令和２年度  竹田市功労者表彰式
   5  第32回「佐藤義美賞」

竹田童謡作詞コンクール表彰式
   8  竹田市の財政状況をお知らせします
22  市長コラム「有由有縁」

　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　20,955　人（－   53人 ）
男　性　  9,822　人（－   24人 ）
女　性　11,133　人（－   29人 ）
世帯数　10,113世帯（－    6世帯 ）
※令和２年11月１日現在の住民基本台帳による

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

「
由
学
館
」か
ら

　

回
遊
す
る
ま
ち
へ
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ま
ち
か
ど
南
画
館
に
重
文

「
亦ま

た

復ま
た

一い
ち

楽ら
く

帖じ
ょ
う

」

　

24
日
午
後
、
由
学
館
敷
地
内
で
田

能
村
竹
田
顕
彰
会
に
よ
る「
ま
ち
か

ど
南
画
館
」除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
画
聖「
田
能
村
竹
田
」や
そ
の
作

品
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

今
ま
で
に
８
基
の
画
碑
が
設
置
さ
れ
、

今
回
で
９
基
目
と
な
り
ま
す
。
奈
良

市
の
寧ね
い

楽ら
く
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
重
要
文
化
財「
亦
復
一
楽
帖
」か
ら

４
図
が
選
ば
れ
、
画
碑
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
多
く
の
入
館
者

学
校
の
社
会
教
育
の
場
に
も

　

開
館
か
ら
１
か
月
で
約
３
５
０
０

人（
11
月
23
日
時
点
）が
入
館
し
た
由

学
館
で
す
が
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

市
外
や
県
外
か
ら
も
訪
れ
る
方
が
い

ま
す
。
中
に
は
、
竹
田
を
定
期
的

に
訪
れ
て
い
た
が
、
開
館
を
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
方
も
。

　

11
月
16
日
に
は
、
特
急「
か
わ
せ

み  

や
ま
せ
み
」と「
Ａ
列
車
で
行
こ

う
」が
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
に
停
ま
り
、

熊
本
発
の「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」の
乗

客
が
由
学
館
と
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

大
人
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
の
社

会
科
学
習
や
、
高
校
の
郷
土
史
を
学

ぶ
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

隈
研
吾
さ
ん
が
語
る

“
竹
田
の
魅
力
”

　

竹
田
市
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
何
よ
り
街
の
中
を

歩
い
て
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
、

回
遊
性
こ
そ
が
一
番
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
地
方
の
都

市
再
生
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
生
活
の
１
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

由
学
館
は
、
白
壁
を
活
か
し
、
竹

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
感
の
あ

る
ま
ち
、
質
感
の
あ
る
建
築
を
作
り

ま
し
た
。
こ
の
建
物
が
裏
の
旧
竹
田

荘
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
が
る
、

こ
れ
も
竹
田
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し

い
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
時
代
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
城
下
町
交
流

プ
ラ
ザ
と
由
学
館
で
強
化
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
も
ら

い
た
い
。

「
由
学
館
」
盛
況

「
竹
田
の
特
色
は
回
遊
性
に
あ
る
」

　
　
　

設
計
者
の
隈
研
吾
さ
ん
語
る

　

10
月
24
日
、
竹
田
市
歴
史
文
化
館
「
由
学
館
」
が
開
館
し
、
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
県
内
外
の
美
術
館
関
係
者
や
工
事
関
係

者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。
設
計
者
の
隈
研
吾
さ

ん
も
東
京
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

由
学
館
は
午
後
１
時
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
日
に
１
２
８

人
、
翌
25
日
に
は
２
０
３
人
が
入
館
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
入
館
者
の

う
ち
半
数
ほ
ど
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
旧
竹
田
荘
に
も
足
を
運
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

↑式典の最初に、竹田高校書道部によるパフォーマンスが行われました。「過ぎ
ゆく時代の中で僕らが創り出す歴史は永遠に心に刻み込まれる　白紙の物語
に描く未来は私達の輝く命を現す　明日へ続く道や響いていく声はこれから
の人生の糧となる」と力強い文章を書き、会場を沸かせました。

　書道部２年の澤実優さんは、開館記念特別展「豊後岡藩の光芒」の題字も担当
しています。

↑川端康成も腰掛けた旧竹田荘
にて

↑ちくでん館の展示を見る児童たち
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企
画
展「
豊
後
南
画
に
魅
せ
ら
れ

て
―
珠
玉
の
大
塚
義
章
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
―
」展
を
12
月
11
日
㈮
か
ら
１
月

17
日
㈰
に
か
け
て
、
特
別
展
示
室
ち

く
で
ん
館
で
開
催
し
ま
す
。
く
じ
ゅ

う
に
生
き
た
１
人
の
収
集
家
、
大
塚

義
章（
故
人
）の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
、
よ
り
す
ぐ
り
の
名
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
展
示
の
中
心
と
な
る
の
は
豊

後
南
画
。
田
能
村
竹
田
に
学
ん
だ
帆ほ

足あ
し

杏き
ょ
う

雨う

・
平ひ

ら

野の

五ご

岳が
く

・
田た

能の

村む
ら

直ち
ょ
く

入に
ゅ
う

を
は
じ
め
、
田た

近ぢ
か

竹ち
く

邨そ
ん

・
大お

お

野の

竹ち
く

皐こ
う

・
都と

甲ご
う

九き
ゅ
う

峰ほ
う

・
草く

さ

刈か
り

樵し
ょ
う

谷こ
く

・
村む

ら

上か
み

臥が

牛ぎ
ゅ
う

ま
で
、
豊
後
南
画
を
担
っ
た
画

家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

田
能
村
竹
田
を
き
っ
か
け
に
豊
後

一
円
に
ひ
ろ
が
っ
た「
豊
後
南
画
」の

魅
力
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
観
覧
料
は
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円
、
65
歳
以
上

２
５
０
円
で
、
旧
竹
田
荘
と
セ
ッ
ト

料
金
で
す
。
未
就
学
児
、
各
種
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護

者
１
名
は
無
料
で
す
。）

問
歴
史
文
化
館

☎
63
―

２
２
０
０

「
日
本
風
景
写
真
協
会
大
分
支

部
・
第
10
回
風
景
写
真
展
」開
催

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
第

10
回
風
景
写
真
展（
12
月
14
日
㈪

～
12
月
20
日
㈰
ま
で
）が
開
催
さ

れ
ま
す
。
自
然
風
景
に
特
化
し

た
写
真
展
で
、
日
本
有
数
の
風

景
写
真
作
家
の
作
品
８
点
と
大

分
支
部
会
員
の
作
品
36
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

「
豊
後
南
画
に
魅
せ
ら
れ
て 

―
珠
玉
の
大
塚
義
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」
展
開
催

　

竹
田
に
は
久
し
ぶ
り
に
来
ま

し
た
が
、
き
れ
い
な
建
物
が
で
き

て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
隈
研
吾
さ

ん
の
設
計
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
館
内
は
雰
囲
気
も
良
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
丁
寧
に
説
明

し
て
く
れ
、
と
て
も
良
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
展
示
も
時
系
列
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。

　

私
は
竹
田
出
身
で
す
が
、
知
ら

な
か
っ
た
地
元
の
歴
史
に
つ
い

て
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
初
め
て

見
た
旧
竹
田
荘
で
、
思
っ
た
以
上

に
広
く
て
驚
き
ま
し
た
。

中原 利明さん、祥子さん
（佐賀県）

秦 沙也加さん
（竹田南高校１年）

　

岡
城
に
も
登
り
ま
し
た
。
石
垣

が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

由
学
館
は
、
思
っ
た
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
展
示
が
あ
っ
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
が
一
番
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
古
い
の
に

し
っ
か
り
残
っ
て
い
て
、
音
も
聞

け
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

今
日
は
一
日
中
歩
い
た
の
で
、

と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
由
学
館

は
、
絵
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
良

か
っ
た
で
す
。

　

次
は
、
疲
れ
な
い
よ
う
楽
な

コ
ー
ス
で
歩
い
て
来
た
い
で
す
。

岩出  敬
たか

大
ひろ

くん
（菅生小学校 6 年）

工藤  奈々美さん
（祖峰小学校 6 年）

　

竹
田
が
好
き
で
時
々
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

由
学
館
の
オ
ー
プ
ン
の
こ
と

は
全
く
知
ら
ず
に
来
た
の
で
、
賑

わ
い
に
驚
き
ま
し
た
。
隈
研
吾
さ

ん
の
建
築
が
竹
田
に
で
き
た
こ

と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
驚
き

の
連
続
で
す
。

　

歴
史
は
好
き
で
、
興
味
が
あ
り

ま
す
。
豊
後
岡
藩
の
藩
主
だ
っ
た

中
川
家
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

岡
城
の
ジ
オ
ラ
マ
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

岩崎 正太郎さん
（熊本県）

本田 麟太郎さん
（竹田南高校１年）

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た

　

か　
　

き　
れ
い
も
う　
ず



4広報たけた  令和２年12月号

市
長
表
彰
（
個
人
）

◆
社
会
民
生

安あ
ん
ざ
い西　

三さ
ぶ
ろ
う郎（
大
分
市
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

伊い

藤と
う

寿す

わ

こ
和
子（
直
入
・
天
神
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

甲か

い

さ

よ

こ

斐
小
夜
子（
竹
田
・
久
保
）

　

永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を

務
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

加か

藤と
う　

和か
ず

子こ（
久
住
・
田
向
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

河か
わ

野の　

雄ゆ
う
ぞ
う三（
竹
田
・
下
平
田
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

𠮷き

ら良　

公こ
う

貴き（
竹
田
・
大
仲
寺
）

　

永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

を
務
め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

後ご

藤と
う

ふ
き
子こ（
荻
・
西
福
寺
）

　

永
年
に
わ
た
り
母
子
保
健
推
進
員

を
務
め
、
母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

後ご

藤と
う

ゆ
か
り（
豊
後
大
野
市
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

是こ
れ
ま
つ松　

聖せ
い

悟ご

．（
大
分
市
）

　

平
成
21
年
11
月
竹
田
市
立
こ
ど
も

診
療
所
開
設
以
来
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来

の
診
療
に
尽
力
さ
れ
、
竹
田
市
の
地

域
医
療
・
小
児
医
療
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う　

一い
ち

夫お（
荻
・
高
練
木
）

　

永
年
に
わ
た
り
竹
田
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
、
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

秦し
ん　

靖や
す

子こ（
竹
田
・
下
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

を
務
め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

竹た
け
し
た下　

昌
し
ょ
う

一い
ち（
竹
田
・
阿
蔵
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤ふ
じ
さ
わ澤　

由ゆ

み美（
竹
田
・
浦
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

を
務
め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

三み

原は
ら　

徹て
つ
ゆ
き之（
大
分
市
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

安や
す
な
が永　

正せ
い
こ
う剛（
日
出
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山や
ま
な
ん南
美み

つ

よ
津
代（
竹
田
・
府
内
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進
員

を
務
め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

𠮷よ
し
お
か岡　

曉と
し
す
け督（
竹
田
・
三
砂
）

　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
認
定
審

査
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
制
度
の

健
全
運
営
並
び
に
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
治
安
維
持

河か
わ

野の

今け

さ

み
朝
巳（
竹
田
・
長
小
野
）

　

永
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
地
域
に
お
け
る
街
頭
指
導
に
あ

た
り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

若わ
か
や
ま山　

彰あ
き
た
つ達（

竹
田
・
宮
山
）

　

永
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
地
域
に
お
け
る
街
頭
指
導
に
あ

た
り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

田た

平び
ら　
し
げ

博ひ
ろ（
荻
・
藤
渡
）

　

永
年
に
わ
た
り
ト
マ
ト
の
栽
培
技

術
の
研
究
・
指
導
に
励
ま
れ
、
特
に

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
就
農
コ
ー

チ
と
し
て
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ

生
産
振
興
並
び
に
産
地
化
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

↑（前列左から）安永正剛さん、是松聖悟.さん、河野雄三さん、甲斐小夜子さん、後藤ふき子さん、佐藤一夫さん、山南
美津代さん

　（後列左から）倉野脩生さん、大塚浩二さん、くたみ短歌会の志賀十
と ち み

千美代表、観光ボランティアガイド委員会の衛藤頼
光会長、河野今朝巳さん、𠮷岡曉督さん、田平 博さん、みちくさ案内倶楽部の上好温理事長、内田郁さん、倉原準一
さん、矢崎節夫さん

　（後列奥左から）吉野英勝教育長、首藤勝次市長、佐田啓二市議会議長、土居昌弘県議会副議長、野田良輔副市長

　本市では、市に対し功労のあった個人及び団体に毎年表彰を行っています。
　11月３日、グランツたけた廉太郎ホールで「令和2年度竹田市功労者表彰式」が行
われました。市長表彰として首藤市長から個人20人と３団体に表彰状が、教育委員
会表彰として吉野教育長から個人５人に表彰状が贈られました。（敬称略）

令和２年度
竹田市功労者表彰式 功績を称えて
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竹田市功労者表彰・秋の叙勲  ほか

市
長
表
彰
（
団
体
）

◆
産
業
振
興

竹
田
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

委
員
会

　

永
き
に
わ
た
り
地
域
の
歴
史
や
風

土
を
観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
ガ
イ
ド
活
動
を
続
け
、
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
作
製
・
配
布
や
現
地
学
習
会

の
開
催
な
ど
を
行
い
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
慈
善
・
地
域
振
興

く
た
み
短
歌
会

　

永
き
に
わ
た
り
短
歌
を
愛
好
す

る
人
た
ち
が
集
い
、
歌
人 

故
大
久

保
貞
義
氏
の
指
導
の
も
と
、
毎
月
例

会
を
継
続
し
今
年
で
37
冊
目
と
な
る

歌
集「
芹
の
花
」を
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、

久
住
地
域
に
お
け
る
短
歌
文
化
の
伝

承
、
地
域
振
興
及
び
生
涯
学
習
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
久
住
高
原
み

ち
く
さ
案
内
人
倶
楽
部

　

永
き
に
わ
た
り
久
住
高
原
の
自

然
・
文
化
・
歴
史
を
次
の
世
代
へ

継
承
す
る
活
動
や
、
自
然
と
人
と
の

関
り
を
見
つ
め
直
す
活
動
を
通
じ
て
、

久
住
地
域
の
活
性
化
及
び
久
住
高

原
・
く
じ
ゅ
う
山
系
の
自
然
環
境
の

保
護
・
保
全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰（
個
人
）

◆
社
会
教
育
振
興

内う
ち

田だ　

郁
か
お
る（
直
入
・
籾
山
）

　

永
き
に
わ
た
り
竹
田
市
体
育
指
導

員
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大お
お
つ
か塚　

浩こ
う

二じ
（
直
入
・
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
直
入
）

　

永
き
に
わ
た
り
竹
田
市
体
育
指
導

員
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

倉く
ら
は
ら原　

準
じ
ゅ
ん

一い
ち（
荻
・
藤
渡
）

　

県
内
一
周
駅
伝
36
回
出
場
及
び

１
０
０
０
キ
ロ
走
破
な
ど
本
市
陸
上

競
技
の
振
興
に
寄
与
し 

永
年
に
わ

た
り
竹
田
市
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
の
指
導

に
あ
た
り
、
青
少
年
健
全
育
成
及
び

後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◆
芸
術
文
化
振
興

矢や

崎ざ
き　

節せ
つ

夫お（
東
京
都
）

　

永
年
に
わ
た
り「
佐
藤
義
美
賞
」竹

田
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員

長
を
務
め
、
竹
田
市
の
芸
術
文
化
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
篤
行

倉く
ら

野の　

脩し
ゅ
う
お生（
竹
田
・
吉
田
）

　

永
年
に
わ
た
り
南
部
小
学
校
６

年
生
に
対
し「
命
の
授
業
」を
実
施
し 

教
育
上
著
し
い
好
影
響
を
与
え
青
少

年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
いし

田
だ

　和
かず

男
お

さん
（82歳・下木）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

「佐藤義美賞」に大
お お

久
く

保
ぼ

沙
さ

希
き

さん
第32回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール

　第32回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール表彰式が11月３日、竹田市総合文
化ホール「グランツたけた」で行われました。応募総数400点の中から、直入中学校
１年の大久保紗希さんの作品「当たり前は当たり前じゃない」が最優秀賞にあたる

「佐藤義美賞」に輝きました。
　主な結果は次のとおりです。（敬称略）

【小学生低学年の部】　優秀賞　「ふで」　　　　　　松井　　稀（竹田小学校３年）
【小学生高学年の部】　優秀賞　「お姉ちゃん」　　　池田　咲希（豊岡小学校４年）
【中 学 生 の 部】　優秀賞　「ランドセル」　　　三浦　琉人（竹田中学校１年）
　　　　　　　　　　　　　　「現在過去未来」　　山村　太恭（緑ヶ丘中学校２年）

【一 　 般 　 の 　 部】　優秀賞　「野菊のおもい出」　佐藤富由美（竹田市竹田）
　　　　　　　　　　　　　　「新年度の舞台裏」　野田　知邑（大分市中島西）

【特 　 　 別 　 　 賞】　　　　　「アメンボと私」　　土居　昌弘（竹田市会々）
　受賞者代表として、大久保沙希さんが舞台上で作品を読み上げました。朗読後、
沙希さんは「生きているとつらいこともあるけれど、逆によかったと思えることも
たくさんあります。これからもしっかりと、前を向いて生きていこうと思います」
と感想を発表しました。
　全作品について講評を行った審査委員長の矢崎節夫さんは「沙希さんの詩は、死

をテーマにしながらも、『でも生
きている』とまっすぐ前を見つめ
ている。立派です」と述べるとと
もに、コンクールの今後につい
て「詩は自分の中の自分で書くも
のですが、童謡は自分の中の「み
んな」で書くものです。大人の方
はぜひ、自分の詩を手放して、
みんなのものにしてみてくださ
い」と呼びかけました。

旭日単光章

　

永
年
に
わ
た
り
、
下
木
の
自
治
会
長
と
し
て
住
民
自
治
組
織
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
、
地
域
住
民
福
祉
の
向
上
や
稲
葉
川
の
清
掃
活

動
な
ど
の
環
境
保
全
、
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
分
県
家
畜
商
業
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
っ
て
系
統
牛
の
斡
旋
、
保
留
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
組
合
の

発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

「
思
い
が
け
な
い
受
章
で
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き

締
め
て
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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10
月
22
日
、
直
入
小
学
校
で
、「
苗

木
の
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」苗
木
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
現
地
で
の
活
動

が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
１
年
間
学

校
で
苗
木
を
育
て
、
そ
の
後
森
へ
移

植
す
る
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
っ
た
児

童
会
長
の
長な

が

尾お

優ゆ
う

希き

く
ん（
６
年
）は

「
学
校
の
み
ん
な
で
し
っ
か
り
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
僕
た

ち
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

直
入
中
学
校
３
年
、
大お

お
は
ま濱
日ひ

な

こ
奈
子

さ
ん
が「
お
お
い
た
教
育
の
日
」エ
ッ

セ
ー
の
中
学
生
部
門
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
11
月
１
日
、
津
久
見
市
民

会
館
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
大

濱
さ
ん
は「
私
と
祖
母
」と
い
う
題
で
、

認
知
症
の
祖
母
と
の
交
流
に
つ
い
て

エ
ッ
セ
ー
を
書
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
賞
状
を
受
け
取
っ

た
後
に
作
品
を
朗
読
す
る
と
、
大
き

な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
大
濱
さ
ん
は「
祖

母
の
こ
と
が
み
ん
な
に
認
め
ら
れ
た

よ
う
で
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
将
来
は
医
療
関
係

に
進
み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
身

近
な
ゴ
ミ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

環
境
や
文
化
財
の
保
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
菅
生
ゴ
ミ
０
大
作
戦
Ⅱ
」が
、
11
月

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菅
生
小
の
児
童
21
人
や
保
護
者
、

国
土
交
通
省
佐
伯
河
川
国
道
事
務
所

員
、
地
元
企
業
職
員
ら
が
、
国
道
57

号
沿
い
や
近
隣
の
禰
疑
野
神
社
、
七

ツ
森
古
墳
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。「
道
路
の
清
掃
を
通
じ
て
道
の

あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
れ

ば
」と
吉
岡
次
郎
校
長
。

　

11
月
５
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉

太
郎
ホ
ー
ル
で
、
竹
田
高
等
学
校
１
、

２
年
生
を
対
象
に
し
た
川
端
康
成

記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
の
是こ

れ

永な
が

幹み
き

夫お

さ
ん
が
、
わ
ら
び
座

な
ど
で
の
青
春
時
代
の
経
験
を
話
し
、

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

是
永
さ
ん
は
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
の
館

長
や
Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財
団
の
代
表

理
事
に
も
就
任
し
て
お
り
、
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
の
設
計
に
も
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

講
演
後
、
生
徒
か
ら
は
多
く
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。「
演
題
の
言
葉

に
感
動
し
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
僕

も
人
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
言
葉
を

作
れ
ま
す
か
？
」な
ど
の
質
問
も
あ

り
、
是
永
さ
ん
は
人
生
経
験
を
交
え

て
、
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

↑長野さんと自動演奏装置

↑落ち葉を運ぶ児童たち

『
足
元
を
掘
れ
、
そ
こ
に
泉
が
湧
く
』

直
入
小
学
校
で
苗
木
を

100
本
育
て
ま
す

川
端
康
成
記
念
講
演
会
に
是
永
幹
夫
さ
ん

昔
の
音
色
が
よ
み
が
え
る

　

竹
田
市
で
昔
、
時
刻
を
知
ら
せ
る

た
め
に
使
用
し
て
い
た「
荒
城
の
月
」

の
自
動
演
奏
装
置
が
、
数
十
年
ぶ
り

に
音
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

修
復
し
た
の
は
、
長な

が

野の

幸こ
う

生せ
い

さ
ん

（
古
園
）。
長
野
さ
ん
は
廃
棄
予
定
の

装
置
を
引
き
取
り
、
大
分
の
業
者
や

指
物
大
工
な
ど
に
頼
み
、
数
年
が
か

り
で
装
置
と
外
装
を
修
復
し
、
音
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

装
置
は
昭
和
42
年
製
で
、
当
時
の

消
防
本
部
の
通
信
室
で
10
年
ほ
ど
使

わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
ボ
タ
ン
を

押
し
て
か
ら
音
が
流
れ
る
ま
で
30
秒

ほ
ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り「
タ
イ

ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ
た
。
少
し
で
も

ず
れ
る
と
苦
情
が
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
」と
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
は「
音
が
独
特
で
き
れ
い
な

の
で
、
市
の
施
設
な
ど
に
置
い
て
み

ん
な
に
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」と
の
こ
と
。
活
用
方
法

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

お
お
い
た
教
育
の
日

エ
ッ
セ
ー
で
大
濱
日
奈
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞

「
私
と
祖
母
」

地
域
を
き
れ
い
に
― 

菅
生
ゴ
ミ
０
大
作
戦
Ⅱ
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直
入
伝
統
芸
能
保
存
会
が
、
宝
く

じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
太
鼓
を
整

備
し
ま
し
た
。
保
存
会
は
、
平
成
22

年
６
月
に
、「
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
、

唄
い
継
が
れ
、
踊
り
継
が
れ
た
伝
統

芸
能
を
復
活
し
た
い
」と
い
う
地
域

の
伝
統
芸
能
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち

か
ら
、
地
域
振
興
や
健
康
づ
く
り
に

か
か
わ
る
団
体
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、

現
在
45
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
奥
豊
後
踊
り
を

楽
し
む
夕
べ
」等
の
地
域
内
外
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
で「
民
謡
・
踊
り
」を
披

露
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
交
流
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
御
前
湯
」

  
２
５
０
万
人
達
成
‼

　

長
湯
温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」

の
来
館
者
数
が
、
29
日
に
２
５
０
万

人
を
超
え
、
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

御
前
湯
は
平
成
10
年
10
月
22
日
に

オ
ー
プ
ン
。
翌
年
に
10
万
人
、
平
成

18
年
３
月
に
１
０
０
万
人
、
平
成
22

年
に
１
５
０
万
人
、
平
成
27
年
に

２
０
０
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
順

調
に
客
足
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
５
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

豊
後
大
野
市
犬
飼
町
在
住
の
、
畑
正

夫
さ
ん
、
千
津
子
さ
ん
夫
妻
。
20
年

前
か
ら
月
に
２
回
ほ
ど
の
頻
度
で

通
っ
て
い
る
そ
う
で
、
２
人
に
は
市

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

  

「
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」と
正
夫
さ
ん
。
御
前

湯
に
入
っ
た
後
は
、
肩
こ
り
や
腰
の

痛
み
が
取
れ
る
そ
う
で「
運
転
が
で

き
る
限
り
通
い
続
け
た
い
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
明
さ
ん（
久
住
町
）が
、
ロ
グ

ハ
ウ
ス
を
改
造
し
た
写
真
ギ
ャ
ラ

リ
ー「
桜
の
も
り
久
住
」を
開
設
し
ま

し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
は
自
身
の

作
品
の
ほ
か
、
市
内
外
の
写
真
仲
間

の
作
品
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
さ
ん
は
長
年
写
真
を
趣
味
と

し
て
お
り
、
多
く
の
写
真
展
で
の
入

賞
歴
が
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
も
大

人
も
、
多
く
の
人
に
見
に
来
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

たけたんトピックス／まるごと博物館

↑熊谷さんと自身が撮影した写真

↑整備された太鼓と保存会の皆さん

　

“
ま
る
”と
い
う
地
名
が
城
原
に

あ
る
。
も
と
も
と
、“
ま
る
”と
い
う

地
所
は
、
神
に
奉
納
す
る
米
な
ど

の
穀
物
を
作
る
所（
田
ん
ぼ
）で
あ

る
。
広
さ
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

丸
い
土
地
で
、
神（
神
社
）に
奉
納

す
る
米
な
ど
を
作
る
土
地
で
あ
る
。

　

宮み
や

砥ど

の
古こ

老ろ
う

の
話
に
よ
る
と
、

昔
、
次つ
ぎ

倉く
ら

の
水
田
の
中
に“
ま
る
”

と
い
う
土
地
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

今
は
そ
れ
を
知
る
人
は
い
な
い
。

　

久
住
町
に
は「
丸
山
」と
い
う
地

名
が
あ
る
が
、“
ま
る
”と
い
う
土
地

に
関
わ
る
こ
と
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
久
住
町

の
巣す

原は
ら

の
道
端
に
、「
丸ま
る

田た

稲い
な

荷り

殿で
ん

」

と
い
う
看
板（
写
真
①
）が
あ
り
、そ

こ
の
坂
を
登
っ
て
い
く
と
鳥
居
が

二
つ
あ
り
、そ
の
奥
に
お
宮
が
あ

る
。
鳥
居
の
額
に
は
、「
丸
田
稲
荷

神
社
」（
写
真
②
）と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

城
原
に
あ
る“
ま
る
”の
地
は
、

形
は
丸
く
は
な
い
が
、
城
原
八
幡

社
の
北
側
入
口
一
帯（
写
真
③
・

城
原
小
学
校
の
西
側
一
帯
）の
地

名
が“
ま
る
”で
あ
る
。
こ
の
地
で

と
れ
た
米
な
ど
は
、
神（
城
原
八

幡
社
）に
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
以
前
こ
の
地
名
を
利
用

し
て
、
城
原
小
学
校
の
西
側
に
旅

館
を
兼
ね
た
食
堂
が
あ
り
、そ
の

屋
号
を「
丸
屋
」（
写
真
④
）と
い
っ

て
い
た
。

　

宮み
や

城ぎ

地
区
で
は
か
つ
て
、
10
年

近
く
前
の
話
に
な
る
が
、
赤
土
の

ト
ン
ネ
ル
の
中
に
細
い
溝
の
よ
う

な
道
が
あ
り
、
赤
土
で
丸
い
盆
の

よ
う
な
皿
を
作
り
、そ
の
奥
に
高

さ
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
赤
塗

り
の
木
の
鳥
居
を
立
て
て
拝
ん
で

い
た
場
所
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、

今
回
の
調
査
で
は
あ
ち
こ
ち
を
探

し
て
歩
い
た
が
、と
う
と
う
そ
の

場
所
を
探
し
当
て
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
、
宮
城
の
炭す
み

竃か
ま
ど

か
ら
上か
み

畑は
た

へ
登
る
昔
の
通
学
路
跡あ
と

に
、
赤
土
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
に

は
あ
っ
た
が
、
地
震
や
災
害
で
潰つ
ぶ

れ
て
し
ま
い
、
草く
さ

や
薮や
ぶ

に
覆お
お

わ
れ

て
、そ
の
跡
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
（
城
原
歴
史
探
訪
の
会

    

会
長　

麻
生   

三
）

“まる”という地

ま
る
ご
と
博
物
館
180

①

④

③

②

久
住
に
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設

宝
く
じ
の
助
成
金
で
太
鼓
を
整
備

― 

直
入
伝
統
芸
能
保
存
会

写
真
家　

熊く
ま
が
い谷　

明あ
き
らさ
ん

←赤土のトンネル
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議会・総務費
164,290円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税など

民生費
243,558円

　高齢者、障がい者、
　児童福祉など"

衛生費
45,085円

　検診や予防接種、
　ゴミやし尿処理など 
 
  

労働・商工費
31,783円

　雇用対策、商工業や
　観光の振興など

農林水産業費
120,130円

農業や林業の振興など

土木・災害復旧費
82,375円

　道路や河川、住宅や
　公園の整備など

消防費
30,437円

　　　消防、水防、
　　　救助活動など 
 
  

教育費
133,184円

学校教育・文化・
スポーツ振興など

公債費
83,302円

市の借金の返済など

知らせします
国・県からの交付金などにどのくらい
竹田市をチェックしてください。

決算
地方自治法第243条の３第１項、竹田市財政状況
の作成及び公表に関する条例第２条の規定に基
づき、令和元年度の決算状況を公表します。

市民１人あたりの行政サービス
1人あたり1年間で934,144円が使われました。昨年度より25,637円の減。

1人あたりの市税負担は94,007円。昨年度より4,645円の増。

地方税の内訳
税　目 市民１人あた

り の 負 担 額
市 民 税 36,526円
固定資産税 44,501円
軽自動車税 4,629円
市 た ば こ 税 6,558円
入 湯 税 881円
都市計画税 912円
合 計 94,007円

健全化判断比率
いずれも早期健全化基準を下回り、
健全な財政状況となっています。　

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状況を
把握します。このいずれかが一定基準以上となった場合に
は、財政健全化計画または財政再生化計画を策定し、財政
の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額があ
りませんでした。実質公債費比率は4.5％、将来負担比率
は36.9％となっており、昨年度より上昇しています（平成
30年度実質公債比率4.7％、将来負担比率10.5％）。
　引き続き有利な地方債の発行や国庫等の補助金の活用に
より、財政基盤の強化に努めていきます。

基金と地方債
基金残高は  79億9,642万円
借金残高は167億2,872万円

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別に
積み立てられ、または、定額運用するために設けられた資
金及び財産です。令和元年度の残高は、財政調整基金34
億6,052万円、減債基金5億2,210万円、その他特定目的基
金38億4,761万円、定額運用基金1億6,619万円となって
います。
　また、資金調達のために負担する債務を地方債（市債）と
いい、その返済は一会計年度を超えて行われます。地方債
で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来に
わたり利用するものです。その返済は利用する次の世代の
方々にも負担してもらうという考えに基づいています。
　令和元年度も元利償還金の７割が交付税措置される有利
な地方債を活用しました。その発行額は24億3,427万円で、
主な事業は歴史文化交流センター整備事業、認定こども園
整備事業、放課後児童クラブ整備事業、城下町交流プラザ
整備事業、街並環境整備事業、電線類無電柱化推進事業、
市内小中学校空調設置事業、道路改良事業、県営土地改良
事業、消防施設整備事業等がありました。

健全化判断比率 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 ― 13.43%
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 18.43%
実 質 公 債 費 比 率 4.5% 25.0%

将 来 負 担 比 率 36.9% 350.0%

決　算
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竹田市の財政状況をお知らせします

竹田市の財政状況をお
　竹田市の令和元年度の決算がまとまりました。税金や
収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で、

経常収支比率 平成30年度より0.3㌽改善

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税や地
方交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを見る
指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨時経
費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富ん
でいることになります。
　竹田市は人件費や公債費等の義務的経費の減少により、
平成30年度の97.1％から令和元年度は96.8％と0.3ポイン
ト改善しましたが、依然として財政の硬直化が進んでいる
と言えます。

財政力 国への依存度が高い

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要額
（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去3年間の平均
値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を示す数値
で、この値が高いほど財政力が強いということになります。
　竹田市は平成30年度と変わりがなく、依然として県内
平均を大きく下回っており、今後も収納率の向上や企業誘
致など自主財源確保の取り組みを強化する必要がありま
す。

一般会計の歳入と歳出 歳入 205億4,967万円、うち自主財源は 　52億2,201万円。
歳出 197億7,302万円、うち義務的経費に 74億7,822万円。

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

歳入 歳出　令和元年度の一般会
計の歳入は、205億4,967
万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財 源 が153億2,766万 円
で74％、市の自主財源
のうち地方税（市税）は
19億8,985万円で、歳入
全体の10％ほどです。

　令和元年度の一般会計
の歳出は、197億7,302万
円でした。性質的に見る
と、義務的経費（人件費・
扶助費・公債費）が74億
7,822万円で全体の38％、
そのうち借金返済のため
の 公 債 費 が17億6,325万
円です。投資的経費（普通
建設事業費・災害復旧事
業費）が49億4,736万円で
25％、その他の経費（物件
費等）が73億4,744万円で
37％となっています。

経常収支比率
財政力
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決　算

財産 土地・建物ともに減少

　遊休施設・地の処分等により土地は
1,468㎡、建物は936㎡減少しました。

目的税 入湯税と都市計画税の使いみち

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課税
される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が対
象となります。
　令和元年度の都市計画税徴収額は1,930万円で、竹田玉来線街路事業等に
係る地方債の償還金や玉来吉田線街路事業に係る負担金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますので、
主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　令和元年度の入湯税徴収額は1,865万円で、観光振興として温泉療養保健
制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

特別会計

水道事業会計決算状況 １戸あたりの月額水道料金　3,742円（消費税抜）

　今回は令和元年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実などの
重点施策への取り組みと歴史文化交流センター整備事業、社会資本整備総合交付金事業等を実施した一方、災害復旧費の減少
等により歳入歳出とも規模は縮小しました。
　城下町再生プロジェクトのハード整備は令和元年度をもって一旦完了しました。今後は、プロジェクトにより整備してきた
施設等を活用した地域振興に取り組むとともに、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、地方創生推進交付金事業
等を活用したソフト対策や農林畜産業・観光業などの地場産業の育成にも対応していく予定です。
　一方で、今後も地方交付税の減少が予測されることから、事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく
人件費等の経常経費の更なる削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来を見据えた行財政運営を心がけます。平成27年度に
策定した「公共施設等総合管理計画」に基づき、老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。　
　市民の皆さまには今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。

問財政課　☎63-1111（内線231・232）

今後の財政運営について……

財産の種類 財産状況
土　地 36,540,896㎡　

（うち山林） （14,430,750㎡）
建　物 245,185㎡　
立　木 378,591㎥　
車　両 183 台　

会　計　名 歳入額 歳出額 差引 会　計　名 歳入額 歳出額 差引
竹田市立こども診療所特別会計 7,798 万円 7,766万円 32万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億1,276万円 2億1,244万円 32万円
長湯温泉療養文化館特別会計 4,786万円 4,780万円 6万円 農業集落排水事業特別会計 9,033万円 9,022万円 11万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 33億4,666万円 32億7,537万円 7,129万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億9,900万円 1億9,884万円 16万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億7,698万円 3億7,636万円 62万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 2億4,589万円 2億4,589万円 0万円
介 護 保 険 特 別 会 計 34億6,412万円 34億2,560万円 3,852万円

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な収入
は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は他会
計負担金やその他資本的収入で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、当年度分損益勘定留保資金（1,923
万円）、過年度損益勘定留保資金（4,000万円）で補填しました。

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億5,818万円 1億4,604万円 1,214万円

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 1億9,995万円
地方公共団体金融機構 1,427万円

計 2億1,422万円

固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 14億9,831万円
無 形 固 定 資 産 8万円

基本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1,398万円 7,321万円 △5,923万円

業務量
事　　　項 令和元年度

年 度 末 給 水 人 口 6,472人
年 度 末 給 水 戸 数 3,183戸
年 間 配 水 量 1,246,493㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,406㎥
有 収 率 65.84%
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「障がい者週間」／人権シリーズ  ぬくもり

　

２
０
１
６
年
に
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
者
雇
用
促
進

法
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

法
制
度
に
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
新

し
い
考
え
方
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が「
合
理
的
配
慮
」で
す
。

  

「
合
理
的
配
慮
」と
い
う
と
何
か
難

し
い
言
葉
で
、
ど
う
い
う
意
味
な
ん

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
障
が
い
者
が
生
活
す
る
う
え

で
支
障
と
な
る
要
因
を
取
り
除
く
こ

と
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
Ａ

さ
ん
に
配
布
さ
れ
る
イ
ン
ク
印
刷
の

み
の
資
料
は
社
会
的
障
壁
で
す
。
そ

こ
で
Ａ
さ
ん
の
た
め
に
、
事
業
主
が

点
字
資
料
を
渡
す
な
ど
の
個
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
行
う
措
置
の
ひ
と

つ
が「
合
理
的
配
慮
」で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と「
こ
れ
ま
で

の
私
た
ち
の
社
会
は
、
で
き
る
範
囲

で
障
が
い
者
に
対
す
る
配
慮
を
行
っ

て
き
た
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
ど
こ

が
違
う
の
か
」と
い
っ
た
疑
問
を
抱

か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
ス

ロ
ー
プ
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は

進
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
な
ど
の
法
的
規
制
の
も

と
で
行
わ
れ
て
き
た
不
特
定
多
数

の
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
配
慮

は「
合
理
的
配
慮
」と
は
言
い
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
障
が
い
者
個
人
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
事
業
主
等
に
過
重
な

負
担
を
伴
わ
な
い
範
囲
で
社
会
的
な

障
壁
を
取
り
除
く
措
置
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
合
理
的
配
慮
の
法
整
備
は
、

「
自
分
の
困
り
を
表
明
で
き
な
か
っ

た
障
が
い
者
が
、
困
り
を
表
明
し
、

そ
の
解
決
を
求
め
て
よ
い
」と
い
う

認
識
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
障
が
い
を
持
つ
方
が
困
り

を
表
明
す
る
の
は
と
て
も
勇
気
の
い

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
鍵
と
な
る

の
が
障
が
い
者
と
の
対
話
で
す
。
障

が
い
者
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、

特
性
を
理
解
し
、
尊
重
し
、
障
が
い

者
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
障
が
い
者
が
主
体
的
に
社
会
参

加
で
き
る
基
盤
が
で
き
ま
す
。

　

各
人
が
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い

な
が
ら
共
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
指
し
、
学
校
・
職
場
や
地

域
か
ら
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

心のバリアフリーを広げよう
～障がい者の人権と合理的配慮～

68

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
い
わ
ゆ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
）と
は
、
国

や
市
区
町
村
と
い
っ
た
行
政
機
関
や
、

会
社
や
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
で

の「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」を

な
く
し
、
す
べ
て
の
人
が
障
が
い
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が

ら
共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
法
律
で
す
。

〇
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
例

・
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
店
に
入
れ
な
い
。

・
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
ア

パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
。

〇
合
理
的
配
慮
と
し
て
の
好
ま
し
い

例
・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
筆
談
な

ど
音
声
と
は
別
の
方
法
で
伝
え
る

工
夫
を
す
る
。

・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
書
類
な

ど
の
内
容
を
読
み
上
げ
な
が
ら
説

明
す
る
。

み
ん
な
で
防
ご
う
！

障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
虐
待
は
ど
こ
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　

虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ

と
認
識
で
き
な
い
、
自
分
か
ら
被
害

を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
一

人
で
抱
え
込
ん
だ
り
、
放
置
し
た
り

せ
ず
に
竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
通
報

や
届
け
出
を
し
た
人
の
情
報
は
守
ら

れ
ま
す
）

　

早
め
の
対
応
や
支
援
が
障
が
い
者

と
虐
待
者
双
方
へ
の
救
済
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
　 

63
―

４
８
１
１　

FAX
　 

63
―

０
９
８
８

12
月
３
日
㈭
か
ら
９
日
㈬
は「
障
が
い
者
週
間
」で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

障がい児・障がい者家族交流会
  「親亡きあと」をテーマに、漠然とした不安を軽く
し前向きに取り組んでいくため講演会を開催します。
参加を希望される方は電話またはＦＡＸにてお申し
込みください。当日の参加も大歓迎です。
日時　12月10日㈭　午後１時30分～
会場　グランツたけたキナーレ
演題　「現代社会における司法と福祉の役割」
講師　株式会社ウィサポート

（福岡県田川郡）代表
取締役 恵良英典氏（精
神保健福祉士）

問社会福祉課障がい福祉係　
　☎63-4811　FAX  63-0988
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■12月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2020年（令和２年）

3 4 5
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歴史文化館「由学館」
　休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・大分公証人合同役場 出張無
料 相 談 会 9:00-11:00（ 竹 田 市
総合社会福祉センター）※予
約制 ☎097-535-0888（大分公
証人合同役場）

・第47回竹田市少年少女駅伝
ロードレース大会 9:40スター
ト（竹田市総合運動公園） 

　☎63-4817（生涯学習課）

10 11 12
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歴史文化館「由学館」
　休館日
・岡の里歴史講座「水路サイフォン

めぐり」9:00までに扇森稲荷駐車
場集合 ※会費1000円（要予約）☎
62-4100（竹田創生館）

・おはなしルーム 14:00-14:30
　（南部幼稚園）

・豊肥家畜市場〔子牛〕  9:30～
　せり開始（豊後豊肥家畜市場）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（竹田市立図書館）
・第46回ブルーフェニックス

ジャズオーケストラコンサート 
17:30開場　18:00開演（グラン
ツたけた）※一般1000円、中
学生以下500円 

17 18 19
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歴史文化館「由学館」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり

開始（豊後豊肥家畜市場）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市

総合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30
   （荻支所）※要予約（前日の午前中

まで） ☎63-3346（竹田市心の相
談支援事業所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・第32回クリスマス音楽の夕べ
　18:00～（グランツたけた）
　※会費500円 ☎63-1823（瀧廉

太郎会）

令和３年
竹田市消防出初式

日時　令和３年１月９日㈯
　　　10:00～
会場　市総合運動公園

24 25 26
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歴史文化館「由学館」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約
　☎63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター）※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

・〔納期限〕市県民税（４期）、国民
健康保険税（９期）、介護保険料・
後期高齢者医療保険料（６期）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

令和３年
竹田市成人式のお知らせ
日時　令和３年１月10日㈰
　　　13:00～
会場　グランツたけた

31 年末年始のごみ収集、汲み取り業務
　12月29日㈫から翌年１月３日㈰まで、竹田
市清掃センターの業務、ごみの定期収集及び
し尿汲み取りは行いません。１月４日㈪から
通常業務となります。
　また、年内のし尿汲み取りは12月25日㈮ま
でです。希望される方は12月21日㈪までに竹
田衛生社（☎63-3546）に直接お申し込みくだ
さい。
問市民課環境対策室　☎63-4821

竹田温泉花水月
年末年始特別営業のお知らせ

　安心してご利用できるように新型コロナウイルス
感染症対策を講じたうえで、皆さまのお越しをお待
ちしています。
〇大浴場の営業終了時間
　通常営業時間　12月28日㈪　大浴場　～21:30
　特別営業時間　　　 29日㈫　大浴場　～21:00
　　　　　　　　　　 30日㈬　大浴場　～21:00
　　　　　　　　　　 31日㈭　大浴場　～19:00
　　　　　　　　 １月 １日㈮　大浴場　～19:00
　　　　　　　　　　  ２日㈯　大浴場　～21:00
　　　　　　　　　　  ３日㈰　大浴場　～21:00
　通常営業時間　　　  ４日㈪　大浴場　～21:30
　　　　　　　　　　  ５日㈫　大浴場　～21:30
　　　　　　　　　　  ６日㈬　臨時休館
　　　　　　　　　　  ７日㈭　休館日
〇営業の変更
※１月６日㈬・７日㈭は休館します。
※露天風呂は12月29日㈫から１月３日㈰の間、営

業します。
問竹田温泉花水月　☎64-1

い い ふ ろ

126

・長湯おんせん市場・水の駅
おづる休業日（～１／２㈯）

竹田市歴史文化館「由学館」
は、12／29㈫～１／３㈰
まで休館します。

ご存じですか？検察審査会
　検察審査会は、犯罪の被害者や犯罪を告訴・告発した人から検察官の不
起訴処分を不服として申立てがあったときに、選挙権を有する国民の中か
ら「くじ」で選ばれた11人の検察審査員が、その不起訴処分のよしあしを審
査します。相談や申立てについての費用は一切無料です。
　検察審査員に選ばれたときには、国民の代表としてご協力をお願いします。
問大分検察審査会事務局（大分地方裁判所内） 
　☎097-532-7161（内線630）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

12月の地区巡回健診
月　日 場　　所

12月13日㈰ 竹田市総合社会
福祉センター

12月16日㈬ 都野公民館

※受付時間はいずれも午前
８時～10時

※受診の際は、マスク着用
をお願いします。

問保険健康課　☎63-4810

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが気
軽に交流できる場所です。

【竹田】
・３日・17日㈭　13:00-15:00
　みんなのいえカラフル

【 荻 】
・15日・22日㈫　10:00-12:00
　荻「しらみず」

【久住】
・３日・17日㈭　10:00-12:00
　久住「りんどう」
・９日・23日㈬　13:00-15:00
　白丹温泉

【直入】
・４日・25日㈮　10:00-12:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・★３日・10日㈭10:00-12:00
　くらサポ双城

【竹田南部「あけぼの」】
・９日㈬　10:00-12:00
　宮砥分館　 
・16日㈬　10:00-12:00
　入田分館（入田・嫗岳合同）
★は大分県認知症疾患医療セン

ターによる認知症予防講座・も
の忘れ相談会を開催します。
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■たけたんカレンダー

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

１月上旬の主な予定
１日㈮　・2021年荻地域新春歩こう会 6:00～

開会式・スタート（荻公民館から
馬背野「高鼻公園」まで）※参加料 
小学生以上100円  ☎68-2025（荻公
民館）

４日㈪　・DRUM  TAO 祭響2021FIRST 「全力」
18:30開場 19:00開演（グランツたけた）

５日㈫　・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市
直入B&G海洋センター体育館）　　
☎75-3456（竹田市総合インストラ
クター協会）

　　　　・DRUM  TAO 祭響2021FIRST 「全力」
13:30開場 14:00開演（グランツたけた）

1 2
・直入地域腹部超音波検査 8:00-10:00受

付（直入支所）☎75-2211 ※事前予約
必要（検査料3300円）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入
B&G海洋センター体育館）☎75-3456

（竹田市総合インストラクター協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入

支所）※要予約（前日の午前中まで）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業

所）

陽目の里「名水茶屋」は
12／１㈫～３月下旬まで
冬季休業です。

6 7 8 9
・稲葉ダム10周年記念 第74回竹田

市駅伝競走大会 10:00スタート
（稲葉ダム周回コース）

　☎63-4817（生涯学習課）
・オリンピック聖火展示 10:00-15:00

（竹田市体育センター）☎63-4817
（生涯学習課）

・小曽根真 Piano SOLO LIVE !
　13:30開場  14:00開演（グランツた

けた）☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・第13回竹田市農業委員会総会 

14:00～（市役所本庁２階庁議
室）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

13 14 15 16
・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（竹田市総合社会福祉センター）
☎63-4810（保険健康課）

・令和２年度市民企画応援プロ
ジェクト第１弾「音楽とイコ
ンで贈る竹田のクリスマス」 
15:30開場　16:00開演（グラン
ツたけた）

　☎070-5540-8536（山下）

・グランツたけた休館日
・出張ハローワークしごと相談会 

10:30-12:00、13:00-15:00 
　※生活困窮者、ひとり親世帯

の方が対象です。（竹田市総合
社会福祉センター相談室）

　☎0974-22-8609（ハローワー
ク豊後大野）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・地区巡回健診 8:00-10:00受付（都野公

民館）☎76-1111（久住支所）
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00
　（竹田市高齢者いきいき交流センター）

☎097-552-1211（日本年金機構大分年
金事務所）

・大分県行政書士会 無料相談会 13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）

　☎097-537-7089（大分県行政書士会事
務局）

20 21 22 23
・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろばのクリスマス会  
10:30-11:15／13:30-14:15（竹田市
立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田
市直入B&G海洋センター体育館）

　☎75-3456（竹田市総合インスト
ラクター協会）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約（前日の午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

新春たこあげ大会中止のお知らせ
　１月３日に予定していました
新春たこあげ大会は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため
中止します。

（竹田市レクリエーション協会事務
局　後藤） ☎62-4861

27 28 29 30
・荻の里温泉休館日 ・荻の里温泉休館日

・竹田市消防団年末夜警
　（～30日㈬）
・グランツたけた年末年始休館日

（～１／３㈰）

・荻の里温泉休館日

12月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田

12月16日㈬ 10:00～12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住公民館 健康相談室
直入 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

「人権特設なんでも相談所」を開設します
　心配ごと、困っていること、何か心に引っかかることがあれば、一
人で悩まず思い切って相談してみませんか。秘密は固く守られます。
相談は無料です。

地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田 12月８日㈫

10:00～15:00

竹田市総合社会福祉センター
荻 12月８日㈫ 荻支所

久住 12月９日㈬ 久住公民館
直入 12月４日㈮ 直入公民館

※人権擁護委員が会場で相談を受け付けます。
問竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

月間・その他
〇世界エイズデー（12／１）
〇障害者週間（12／３～９）
〇人権週間（12／４～10）
〇歳末たすけあい募金
〇地球温暖化防止推進月間
〇冬の省エネキャンペーン
　（～３／31）

オリンピックで竹田市を元気に  12月６日㈰聖火展示
　オリンピックの機運を地域に拡大させ、地域に元気を取り戻すきっかけ
とするため、竹田市でオリンピック聖火の展示を行います。
時間　10:00～15:00　　場所　竹田市体育センター
※オリンピック聖火リレーパートナー（日本生命・エネオス）の２社が同日

イベントブースを設置します。
問生涯学習課　☎63-4817

年末年始の営業のお知らせ
〇荻の里温泉　
　１／１㈮～３㈰は営業（４日㈪は休館）
〇長湯温泉療養文化館「御前湯」
　12 ／ 30 ㈬までは通常営業
　12 ／ 31 ㈭～１／３㈰は 6:00 ～ 18:00 の営業
　 １ ／ ４ ㈪からは通常営業
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年
　
金

死
亡
し
た
方
の
年
金
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　

未
支
給
年
金
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金

が
あ
る
場
合
、
遺
族
の
方
が
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。
原
則
、

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
月
の
分
ま

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
遺
族
の
方
は
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
ま
た
は
こ

れ
ら
の
方
以
外
の
３
親
等
内
の
遺
族

と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
先
順
位
も
こ

の
と
お
り
で
す
。

　

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
大
分
年
金
事
務
所（
お
客
様
相
談

室
）☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

格
安
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
の
注
意

喚
起  

～
今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社

と
の
違
い
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
～

　

格
安
ス
マ
ホ
に
興
味
を
持
ち
、
契

約
内
容
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ「
今
よ
り
利
用
料
金
が
安
く
な

り
、
通
話
は
1
回
10
分
以
内
で
あ
れ

ば
無
料
」と
言
わ
れ
た
の
で
契
約
し

た
。
し
か
し
、
契
約
後
1
万
5
千
円

も
の
高
額
な
通
話
料
を
請
求
さ
れ
た

の
で
確
認
す
る
と「
10
分
以
内
の
通

話
を
無
料
に
す
る
に
は
特
定
の
ア
プ

リ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
た
、
と
い
っ
た
相
談
が
あ

り
ま
す
。

　

格
安
ス
マ
ホ
で
は
今
ま
で
の
携
帯

電
話
会
社
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー

ト
内
容
や
問
い
合
わ
せ
方
法
な
ど
、

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
こ
れ
ま

で
の
携
帯
電
話
会
社
と
の
違
い
を
理

解
し
た
う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

事
業
者
の
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税
等

の
軽
減
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
直

面
し
て
い
る
中
小
事
業
者
等
に
対
し

て
、
令
和
３
年
度
の
１
年
分
に
限
り
、

償
却
資
産
と
事
業
用
家
屋
に
係
る
固

定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
軽
減

し
ま
す
。

対
象
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
事
業
収
入
が
減
少
し

て
い
る
中
小
事
業
者
等

対
象
資
産　

償
却
資
産
と
事
業
用
家

屋軽
減
割
合　

令
和
２
年
２
月
～
10
月

の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
間
の
事

業
収
入
が
前
年
同
期
と
比
べ
て
50
％

以
上
減
少
の
場
合
は
全
額
、
30
％
以

上
50
％
未
満
減
少
の
場
合
は
２
分
の

１申
告
書
の
提
出
期
間　

令
和
３
年
１

月
４
日
㈪
～
２
月
１
日
㈪

申
告
方
法　

事
前
に
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
等（
税
理
士
、
公
認
会

計
士
等
）の
認
定
を
受
け
て
税
務
課

に
申
告

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
係
☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
２
７
・
１
２
８
・
１
２
９
）

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

12月の

農地取得の下限面積を
引き下げました

　農業委員会では、新たな農業参入を促
進し、耕作放棄地の発生防止・解消につ
なげるため、農業振興地域内の農用地に
含まれない農地を取得するために必要な
面積を10アールから３アールに変更しま
した。（令和２年11月１日から適用）
農地取得の下限面積

設定区域 下限面積
農業振興地域内の農用地 40アール

農業振興地域内の農用地に含まれ
ない農地

３アール

空き家バンクに登録した空き家に
付随した農地で農業委員会の指定
を受けた農地

0.01アール

問農業委員会　☎63-4815

令和３年度 自衛官募集
陸上自衛隊高等工科学校生徒

対　象　者　中卒（見込含む）17歳未満の男子
試　験　日　令和３年１月23日㈯
会　　場　大分合同庁舎４階（予定）
受付期間　令和３年１月６日㈬まで
問自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所
　☎63-3320

新型コロナウイルス接触確認アプ
リ「COCOA」の
インストールをお願いします 
  「COCOA」は、新型コロナウイルス感染症の感
染者と接触した可能性について通知を受け取る
ことができるスマートフォンアプリです。接触
が通知された場合には、保健所等を通じてPCR
検査が可能となります。

iphoneの方は
こちら

Androidの方は
こちら
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たけたんインフォ

飲
食
店
を
営
む
事
業
者
で
新
た

に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
を

開
始
し
た
方
へ
～
消
費
税
の
申
告

が
必
要
な
方
は
、「
区
分
経
理
」が

必
要
で
す
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
要
請
等

の
影
響
に
よ
り
、
従
来
店
内
で
の

食
事
の
提
供
の
み
を
行
っ
て
い
た
飲

食
店
が
、
新
た
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

（
持
ち
帰
り
）で
の
販
売
を
開
始
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
消
費
税
に
つ
い
て
、

店
内
で
の
食
事
の
提
供
は
軽
減
税
率

の
対
象
外（
税
率
は
10
％
）と
な
る
一

方
で
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
は

軽
減
税
率
の
対
象（
税
率
は
８
％
）と

な
り
、
売
上
げ
に
対
す
る
消
費
税
率

が
複
数
に
分
か
れ
る
た
め
、
事
業
者

の
方
は
取
引
ご
と
に
適
用
税
率
を
判

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
消
費
税
の
申
告
が

必
要
な
課
税
事
業
者
の
方
は
、
消
費

税
の
確
定
申
告
時
に
、
税
率
ご
と
に

消
費
税
額
を
計
算
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
日
々
の
売
上
げ
を
税
率

ご
と
に
把
握
し
、
区
分
し
て
帳
簿
に

記
載（
区
分
経
理
）し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

区
分
経
理
・
記
帳
、
申
告
書
の
作

成
方
法
等
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
サ

イ
ト「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
相
談
は
、

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０
―

２
０

５
―

５
５
３
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
特
別
控
除
額
と
基
礎

控
除
額
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

青
色
申
告
特
別
控
除
額
は
10
万
円
引

き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
基
礎
控
除
額

に
つ
い
て
は
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
青
色
申
告
特
別
控
除
額
に

つ
い
て
は
今
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
書
及

び
青
色
申
告
決
算
書
の
送
信
、
ま
た

は
電
子
帳
簿
保
存
を
行
っ
た
場
合
の

み
引
き
続
き
65
万
円
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
10
万
円
の
青

色
申
告
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
で
す
）

問
竹
田
税
務
署　

☎
63
―

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

お
知
ら
せ

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」と「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」の

流
行
期
を
迎
え
ま
す

　

今
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
発
熱
や
咳
な
ど
体

調
不
良
で
受
診
を
す
る
前
に
、
ま
ず

か
か
り
つ
け
医
な
ど
身
近
な
医
療
機

関
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
や
診

療
時
間
外
は
、
お
近
く
の
受
診
可
能

な
医
療
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

24
時
間
対
応
の
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
５
５
）に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
温
室
の
不
用
物
品
等
を

せ
り
売
り
し
ま
す

　

市
で
は
、
道
の
駅「
竹
田
」の
使
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
ガ
ラ
ス
温
室
の
不

用
物
品
や
給
食
調
理
場
で
使
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
不
用
物
品
に
つ
い
て
、

せ
り
売
り
を
開
催
し
ま
す
。
日
程
等

横断歩道における交通事故防止
早めのヘッドライト点灯をお願いします

　10月末現在、県下で34件の交通死亡事故が発生
しています。そのうち、歩行者が被害に遭う交通
死亡事故は15件で、さらに15件中11件は歩行者
が道路横断中に事故に遭っています。歩行者の安
全を守るために、市民の皆さんにお願いです。
　ドライバーの皆さん、『横断歩道は歩行者優先』
です。道路交通法では、「横断歩道に、道路を横
断しようとする歩行者がいる場合は、一時停止し、
かつその通行を妨げないようにしなければならな
い」と規定されています。横断歩道を渡ろうとし
ている人がいた際は必ず一時停止をして歩行者に
進路を譲ってください。
　また、これからの季節は、まだ明るいと思って
いてもあっという間に暗くなります。歩行者を早
く発見するため、また歩行者に車の存在を早く知
らせるため、ドライバーの方は午後５時になった
らヘッドライトの点灯をお願いします。歩行者の
皆さんは、夕暮れ時に道路を歩く際には、反射材
を着装して通行中の車に歩行者がいることをいち
早く気付かせるようにしましょう。また、道路を
横断する際は確実に左右の安全確認をしてから横
断するようお願いします。
　ドライバー、歩行者ともに全員が交通ルールを
守って、市民総ぐるみで歩行者が被害に遭う重大
事故を防いでいきましょう。
問竹田警察署交通課　☎63-2131
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
物
品
名　

解
体
済
ガ
ラ
ス
温
室

不
要
物
品
一
式（
平
成
９
年
度
建
設
、

鉄
骨
部
材
、
加
湿
機
、
油
タ
ン
ク
等
）

給
食
用
コ
ン
テ
ナ（
食
器
か
ご
、
食

缶
等
を
運
ぶ
も
の
）

■
事
前
下
見
会

日
時　

12
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～

午
後
２
時

場
所　

道
の
駅「
竹
田
」奥　
農
村
商

社
わ
か
ば
事
務
所
付
近

※
事
前
下
見
会
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、

前
日
ま
で
に
農
政
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
せ
り
売
り

日
時　

12
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
～（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場
所　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室
４

※
入
札
金
額
は
、
百
円
単
位
と
し
ま

す
。

※
当
日
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
法
人
等
で
代
理
人
が
参
加
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
様
式
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ガ
ラ
ス
温
室
に
つ
い
て
は
、
一
式

で
の
せ
り
売
り
で
す
。
全
て
の
部
品

を
お
引
き
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
条

件
に
な
り
ま
す
。

※
物
品
は
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ガ
ラ
ス
温
室
に
つ
い
て
は
、

ガ
ラ
ス
を
含
め
老
朽
化
に
よ
り
破
損

し
た
一
部
部
材
は
処
分
さ
れ
、
図
面

上
の
部
材
が
全
て
揃
っ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
機
械
等
の

動
作
確
認
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
了
承
の
う
え
、
せ
り
売
り
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
せ
り
売
り
の
公
告
・
建
設
時
の
図

面
・
写
真
等
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
落
札
後
の
流
れ

①
代
金
の
納
付
確
認
後
、
物
品
を
引

き
渡
し
ま
す
。

②
せ
り
売
り
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
物

品
の
引
き
取
り
は
原
則
当
日
で
す
が
、

翌
日
以
降
に
引
き
取
り
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
せ
り
売
り
担
当
職
員
と

調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
せ
り
落
と
し
た
物
品
は
、
買
受
人

の
責
任
・
費
用
負
担
に
お
い
て
取
り

外
し
、
引
き
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
政
課　

☎
63
―

４
８
０
５ 

試
験
・
講
習

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

対
象
者　

消
防
法
施
行
規
則
第
31
条

の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁

告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格

を
有
す
る
方

講
習
日　

第
１
種
は
令
和
３
年
２
月

３
日
㈬
～
５
日
㈮
／
第
２
種
は
令
和

３
年
２
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分（
大
分
市
金
池
南
１
―

５
―

１
）

受
付
期
間　

12
月
16
日
㈬
～
25
日
㈮

受
講
料　

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分

ご
と
に
３
２
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

※
受
講
料
の
ほ
か
、
合
否
判
定
通
知

郵
送
料
84
円
が
必
要
で
す
。

※
科
目
免
除
の
あ
る
方
は
受
講
料
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
〒
８
７
０
―

０
０
２
３　

大

分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10　

昭
栄
ビ
ル

４
階
）　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

日
時　

令
和
３
年
１
月
27
日
㈬
・
28

日
㈭　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

１
４
３
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
８
８
０
円

募
集
定
員　

20
人

・
（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

令
和
２
年
度

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

令
和
３
年
３
月
７
日
㈰　

午

前
10
時
～

会
場　

大
分
高
等
学
校　

試
験
種
類　

乙
種
第
４
類
の
み

※
試
験
会
場
は
変
更
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

願
書
配
布
先　

県
内
各
消
防
本
部
、

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

※
12
月
８
日
㈫
か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

電
子
申
請
は
令
和
３
年

１
月
２
日
㈯
～
12
日
㈫
、
書
面
申
請

は
令
和
３
年
１
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮

・
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部（
〒
８
７
０
―

０
０

２
３　

大
分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10 

昭
栄
ビ
ル
２
階
） 

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７

子
育
て

令
和
３
年
度

入
園
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

　

令
和
３
年
度
の
認
可
保
育
所（
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
及
び
私
立
幼
稚
園
の

入
園
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
内
）、
各
支
所

及
び
各
入
園
希
望
施
設
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
う
え
、
添
付
書
類
と
併
せ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
自
治
会
長
配
布

文
書
で
班
回
覧
さ
れ
る「
令
和
３
年

度
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
及
び
私

立
幼
稚
園
入
園
の
ご
案
内
」を
ご
覧
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たけたんインフォ

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪

※
土
・
日
を
除
く

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
、
期

間
内
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
提
出
先

  

希
望
す
る
教
育
・

  

保
育
施
設

　

申
し
込
み
・

　

提
出
先

・
保
育
所（
園
）

・
認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
）

竹
田
市
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
各
支
所

・
認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
利
用
を
希
望

す
る
子
ど
も
）

な
お
い
り
こ
ど
も

園
、
荻
げ
ん
き
こ

ど
も
園

・
幼
稚
園（
教
育
利

用
を
希
望
す
る
子

ど
も
）

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

※
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
保
育
を
必

要
と
す
る
０
～
５
歳
児
の
ほ
か
、
保

護
者
の
就
労
状
況
等
に
関
わ
り
な
く
、

３
～
５
歳
児
で
あ
れ
ば
ど
の
お
子
さ

ん
も
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
保
育
を
必
要
と
せ
ず
、
幼
稚
園
及

び
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
利
用
を
希

望
す
る
方
は
、
直
接
入
園
を
希
望

さ
れ
る
施
設
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

内
定
を
受
け
た
後
に
、
施
設
を
通
じ

て
利
用
の
た
め
の
認
定
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―

４
８
２
３

令
和
３
年
度

市
立
幼
稚
園
の
入
園
児
募
集
中

　

竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼

稚
園
、
直
入
幼
稚
園
の
３
園
で
は
、

令
和
３
年
度
の
入
園
児
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
る
竹
田
地
域
・

直
入
地
域
の
対
象
児
の
保
護
者
の
方

に
は
入
園
の
ご
案
内
並
び
に
入
園
願

書
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
12
月
４

日
願
書
締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
対
象
地
域
で
万
一
願
書
等
が
届

い
て
い
な
い
場
合
や
そ
の
他
の
地
域

に
在
住
の
方
で
入
園
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
園

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

　

竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園
は
平

成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月

１
日
生
ま
れ（
５
歳
児
）、
直
入
幼
稚

園
は
平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
29

日
年
４
月
１
日
生
ま
れ（
４
・
５
歳

児
）

問
学
校
教
育
課　

☎
63
―

４
８
３
３

　

竹
田
幼
稚
園　

☎
63
―

１
０
８
１

　

南
部
幼
稚
園　

☎
63
―

１
０
８
４

　

直
入
幼
稚
園　

☎
75
―

２
２
３
０

補
助
金

特
殊
詐
欺
等
の
被
害
防
止
機
能

付
き
電
話
機
等
購
入
補
助
金

　

悪
質
な「
特
殊
詐
欺
等
」の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
相
手
方
に
警
告

を
発
し
た
り
、
自
動
で
録
音
す
る
機

能
な
ど
が
つ
い
た
電
話
機
等
を
購
入

す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
電
話
機
や
機
器
の
購
入
及
び

設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
金
の
対
象
と
な
る
方

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

〇
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

し
て
い
る
こ
と

〇
申
請
時
に
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

で
あ
る
こ
と

〇
過
去
に
県
警
等
か
ら
電
話
機
等
を

貸
与
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

〇
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

〇
同
一
世
帯
に
属
す
る
方
が
市
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
電
話
機
等

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
電
話
機

等〇
補
助
の
対
象
と
な
る
方
が
購
入
し
、

地元で働いてみませんか？

ふるさと求人情報
①調理員　１人　15.5～18万円
②トラック運転手　１人　20万円
③一般事務　１人　13.3万円
④解体　土木作業員　３人　14.4～24万円
⑤正・准看護師　２人　16.2～21.3万円
⑥接客　清掃係　１人　15～20万円
⑦重機運転手　１人　20～25万円
⑧自動車修理士　１人　13.5～19万円
⑨調理師（和食）　１人　20～25万円
⑩配達員　１人　15～16万円
⑪清掃作業員　１人　17.6万円
⑫介護職　２人　13.5万円

〔パート求人〕（時給）
⑬ホームヘルパー　１人　1400円
⑭ホールスタッフ　３人　900～1000円
⑮弁当製造販売員　３人　900円
⑯看護助手 介護　１人　800～1200円
⑰客室清掃員　１人　900～1000円
⑱調理・調理補助　１人　800～900円
⑲フロア係　１人　830円
⑳洗い場担当　２人　800円
㉑食肉加工・販売員　１人　800円
㉒清掃係　１人　850～1000円
㉓ホール・キッチンスタッフ　３人
　850～1050円
㉔ 事務員　２人　800～900円
問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101
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居
住
す
る
住
居
に
設
置
し
た
も
の

〇
着
信
の
相
手
方
に
警
告
音
声
を
発

し
、
か
つ
通
話
中
に
そ
の
内
容
を
自

動
で
録
音
す
る
機
能
、
も
し
く
は
被

害
を
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
電
話
番

号
を
自
動
で
判
別
し
て
着
信
を
拒
否

ま
た
は
警
告
表
示
す
る
機
能
を
有
す

る
も
の

※
申
請
日
の
前
１
か
月
以
内
に
購
入

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
金
額

　

購
入
及
び
設
置
費
用
の
３
分
の
２

で
、
上
限
１
万
円（
１
０
０
円
未
満

は
切
り
捨
て
）

※
交
付
の
申
請
は
、
１
世
帯
に
つ
き

１
回
に
限
り
ま
す
。

問
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

☎
63
―

４
８
０
０

募
　
集

指
定
管
理
者
募
集

対
象
施
設

荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
荻
町
高
練
木
）

す
ご
う
農
産
加
工
所（
菅
生
）

あ
じ
さ
い
加
工
所（
刈
小
野
）

指
定
管
理
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
～　

※
施
設
ご
と
に
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

応
募
期
間　

12
月
７
日
㈪
～
12
月
25

日
㈮　

※
土
・
日
を
除
く

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
農
政
課　

☎
63
―

４
８
０
５

令
和
３
年
度

豊
西
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

（
一
般
入
試
）

　

当
学
院
は
、
准
看
護
師
と
し
て
必

要
な
看
護
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

習
得
し
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
で
き

る
職
業
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
学
院
で
す
。

受
験
日
時　

令
和
３
年
２
月
７
日
㈰

出
願
期
間　

12
月
１
日
㈫
～
令
和
３

年
１
月
29
日
㈮
必
着

募
集
定
員　

24
人（
推
薦
入
学
者
を

含
む
）

受
験
資
格　

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

試
験
科
目　

国
語
・
一
般
教
養
・
作

文
・
面
接

受
験
料　

１
万
５
千
円

願
書
請
求
方
法　

入
学
願
書
は
本
学

院
に
て
配
布（
無
料
）。
郵
送
希
望
者

は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
１
４
０
円
切
手

を
同
封
し
て
郵
送
に
て
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

・

豊
後
大
野
市
竹
田
市
医
師
会

共
立
豊
西
准
看
護
学
院

（
〒
８
７
９
―

６
６
４
３　

豊
後
大
野

市
緒
方
町
下
自
在
１
３
７
―

１
）

☎
０
９
７
４
―

42
―

２
４
３
２

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

マイナンバーカード申請
等の休日及び時間外の臨
時窓口を開設します
　下記の日程でマイナンバーカード
の申請等の休日及び時間外の臨時窓
口を開設します。
　マイナンバーカード申請に関する
手続きのほか、カードの交付及びマ
イナポイントの予約・申し込みの支
援、電子証明書・カードの更新手続
きについても受け付けます。
　カードの申請をして受け取りの案
内はがきが届いている方で、開庁時
間内に受け取りに来ることができな
い方は、ぜひご活用ください。（住民
票や戸籍謄本等の証明書の発行はで
きません）

開設日 開設時間 開設場所

12 月 13 日㈰
午前９時～
正午

竹田市役
所本庁１
階市民課
※支所で
は受付で
きません。

12 月 14 日㈪
午後５時～
７時

12 月 15 日㈫

問市民課　☎ 63-4804

マイナンバーカードをお持ちの方へ

マイナポイントの申し込みは
　　　　　　　お済みですか？
　マイナポイントとは、マイナンバーカードをお持ちの方が取得で
きるポイントで、PayPay、ａｕＰＡＹ、ＷＡＯＮカードなど、お
好きなキャッシュレス決済で使えるポイントが、最大５千円分も
らえる制度です。７月から、対応しているスマートフォンなどで
予約と申し込みが始まっています。
　市では、スマートフォンなどをお持ちでない方を対象に、予約
と申し込みの支援を行っています。また、郵便局・コンビニ（マ
ルチコピー機・ATM）・携帯ショップなどでも、マイナポイントの
予約・申込のための端末を設置しています。詳しくは下記までお
問い合わせください。

ステップ

3
ステップ

1
ステップ

2
チャージ or
お買い物予約 申し込み

【９月～令和３年３月末まで】
　キャッシュレスで最大２万
円のチャージや買い物をする
と最大５千円のマイナポイン
トがもらえる

　スマートフォン
などでマイナポイ
ントを予約する

　お好きなキャッ
シュレス決済サー
ビスを選んで、マ
イナポイントを申
し込む

▲ ▲

マイナポイントについて

マイナポイントの予約・申し込み支援について
市民課マイナンバー交付窓口　☎63-4888
平日　午前８時30分～午後５時

マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）
☎0120-95-0178（音声ガイダンスに従って「５番」を選択）
平日　午前９時30分～午後８時　土日祝　午前９時30分～午後５時30分

最新の情報はマイナポイント
事業ホームページをご覧くだ
さい。

マイナポイント
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市民課からのお知らせ

市民課からのお知らせ

市内６か所の郵便局でも市の証明書が受け取れます
　菅生郵便局、玉来郵便局、宮砥郵便局、城原郵便局、都野郵便局、下竹田郵便局で対応できます。ただし、
利用できる方に制限があり、本人確認も必要です。
○市の証明書を受け取ることのできる時間
　午前９時～午後５時まで（土・日・祝日及び年末年始を除く）
○郵便局で受け取ることのできる市の証明書（手数料は市の窓口と同額）

証　明　書 利用できる方 本人確認のための書類

戸籍謄本（除籍は除く）
戸籍抄本（〃）

本人または同じ戸籍に
載っている方

○１つでよいもの
運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、
写真付き住基カード、身体障害者手帳等、国
や県などが発行した写真付きの公的証明書等

○２つ以上必要なもの
健康保険証、介護保険証、各種年金証書、
年金手帳

住民票の写し
( 除票は除く )

本人または
同じ世帯の方

納税証明書（軽自動車車検用除く）
完納証明書
所得証明書
課税証明書
所得・課税証明書

本人のみ

印鑑登録証明書 上記の書類１つと印鑑登録証（カード）

問竹田市役所（☎63-1111）
　市民課市民係（内線111、112）または直通（☎63-4804）
　税務課管理係（内線121、122）または直通（☎63-4803）

「おおいた広域窓口サービス」により各種証明書の
交付が受けられます
　県内参加市町（姫島村以外の市町）どこの窓口でも、「住民票の写し」、「戸籍謄・抄本」、「印鑑登録証明書」な
ど各種証明書の交付が受けられます。
◆利用できる方は、参加市町に住民登録のある方に限られます。

◆委任状による請求はできません。

◆受付時間は月～金曜日（土・日・祝日及び年末年始を除く）の午前８時30分～午後５時まで（昼休みも受け付

けます）

◆印鑑と来庁者の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、住基カードや官公庁発行の

顔写真入りの身分証または健康保険証等）をお持ちください。

◆「印鑑登録証明書」を請求の場合は、各市町発行の印鑑登録証をお持ちください。

交付できる証明書 利用できる方 手数料（市の窓口と同額）

住民票の写し 本人、本人と同一世帯の方 300 円

印鑑登録証明書 本人のみ 300 円

戸籍謄・抄本 本人、本人と同一戸籍の方、除籍者で当該
戸籍に記載されている方

450 円

戸籍の附票 300 円

身分（身元）証明書 本人のみ 300 円

問市民課市民係　☎63-1111（内線111、112）
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12月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈫ 志賀内科 ☎63-2083 19㈯ 大久保病院 ☎64-7777

２㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 20㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

３㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 21㈪ 道全内科 ☎63-2270

４㈮ 柚須医院 ☎63-2016 22㈫ 志賀内科 ☎63-2083

５㈯ 大久保病院 ☎64-7777 23㈬ 道全内科 ☎63-2270

６㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈭ 柚須医院 ☎63-2016

７㈪ 道全内科 ☎63-2270 25㈮ 加藤病院 ☎63-2338

８㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 26㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

９㈬ 志賀内科 ☎63-2083 27㈰ 大久保病院 ☎64-7777

10㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 28㈪ 道全内科 ☎63-2270

11㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 29㈫ 志賀内科 ☎63-2083

12㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈰ 大久保病院 ☎64-7777 31㈭ 竹田医師会病院 ☎63-3241

14㈪ 道全内科 ☎63-2270 １㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈫ 志賀内科 ☎63-2083 ２㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈬ 秦医院 ☎63-2246 ３㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

17㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 ４㈪ 道全内科 ☎63-2270

18㈮ 柚須医院 ☎63-2016

※１月４日㈪まで掲載しています。
受付時間　平日夜間　  18：00～21：00　土曜日  13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12／６㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
12／13㈰ フレンド歯科（三重町赤嶺） ☎0974-22-8828
12／20㈰ 竹下歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-62-2662
12／27㈰ みえ病院（三重町赤嶺） ☎0974-22-2222
12／29㈫ 歯科筑紫医院（久住町久住） ☎0974-76-0024
12／30㈬ むとう歯科医院（犬飼町犬飼） ☎097-578-1800
12／31㈭ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
１／１㈮ 矢野歯科クリニック（三重町赤嶺） ☎0974-22-8811
１／２㈯ 高山歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-63-2561
１／３㈰ 陽だまり歯科医院（野津町野津市北） ☎0974-32-7864
１／10㈰ まつもと歯科クリニック（竹田市玉来） ☎0974-62-2400
１／11㈪ 芦刈歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7700

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月から竹田
市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体制となりました。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認

することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

12／５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／６㈰ 豊後大野市民病院
12／12㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／13㈰ みやわき小児科
12／19㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／20㈰ 豊後大野市民病院
12／26㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／27㈰ 豊後大野市民病院
12／29㈫ みやわき小児科
12／30㈬ 豊後大野市民病院
12／31㈭ 豊後大野市民病院
１／１㈮ 豊後大野市民病院
１／２㈯ 豊後大野市民病院
１／３㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合があ
ります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に電話
でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意さ
れた約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「お
おいた医療情報ほっとネット」で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

　

思
い
が
け
ず
11
月
３
日
に
竹
田

市
功
労
者
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
表
彰
式
で
他
の
受
賞
者
の
方
々

の
素
晴
ら
し
い
功
績
を
お
う
か
が

い
し
、
私
の
よ
う
な
若
輩
者
が
受

賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光

栄
に
感
じ
ま
し
た
。
竹
田
市
民
、

市
役
所
、
こ
ど
も
診
療
所
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
提
案
で
し
た
。
特
に
、
感
染
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
情
緒
の
課
題
に
は
、

竹
田
市
か
ら
の
大
い
な
る
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
本
来
有
料
の
任
意
ワ

ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
感
染
症
で
苦
し
む
子
ど
も

は
減
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も

診
療
所
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
で
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
予
防
す
る
の

も
克
服
す
る
の
も
、
少
し
ず
つ
食

べ
て
い
く
こ
と
と
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
離
乳

食
を
始
め
る
前
や
入
園
前
に
ア
レ

ル
ギ
ー
検
査
の
採
血
を
求
め
る
こ

と
は
減
り
、
血
液
検
査
が
陰
性
に

な
る
ま
で
除
去
を
続
け
る
こ
と
は

減
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
情
緒
の
発

達
が
気
に
な
る
子
ど
も
に
対
し
て
、

「
様
子
を
み
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

だ
ろ
う
」と
先
延
ば
し
に
す
る
の
で

は
な
く
、
伸
び
し
ろ
の
あ
る
幼
児

期
に
、
苦
手
分
野
を
少
し
ず
つ
克

服
し
、
得
意
分
野
を
伸
ば
す
方
法

を
、
関
わ
る
大
人
た
ち
が
考
え
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

私
の
こ
れ
ら
の
提
案
の
根
底
に

あ
る
の
は
、「
病
気
の
子
ど
も
を
治

す
名
医
が
い
る
地
域
」で
な
く「
子

ど
も
を
病
気
に
さ
せ
な
い
コ
ツ
を

知
っ
て
い
る
市
民
が
い
る
地
域
」を

創
る
こ
と
で
す
。

　

私
の
竹
田
市
へ
の
お
手
伝
い
も

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
自
立
が
小
児
医
療
の
領
域

で
も
実
現
で
き
れ
ば
、
竹
田
市
の

子
ど
も
は
笑
顔
で
育
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

見
て
、
竹
田
市
で
子
育
て
し
た
く

な
る
世
代
が
増
え
、
地
域
が
活
性

化
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第54回 病気の子どもを作らない
地域を創るために

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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12月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・滅びの前のシャングリラ［中央公論新社］　　　凪良　ゆう
・日没［岩波書店］　　　　　　　　　　　　　　桐野　夏生
・シグナル［KADOKAWA］  　　　　　　　　　　山田　宗樹
・風よあらしよ［集英社］　　　　　　　　　　　村山　由佳
・孔丘［文藝春秋］　　　　　　　　　　　　　宮城谷　昌光
・絵ことば又兵衛［文藝春秋］　　　　　　　　　谷津　矢車
・誓願［早川書房］　　　　　　　マーガレット・アトウッド
・行った気になる世界遺産［ワニブックス］　　　鈴木　亮平
・新版 お灸のすすめ［池田書店］  　　　　　　 お灸普及の会
・お気に入りのものでできる手作りエコバッグ
　［日東書院本社］　　　　　　　　　　　　　寺西　恵里子
・信州・りんご農家の知恵と工夫 せっちゃんの保存食
　［KADOKAWA］　　　　　　　　　　　　　　 飛田　和緒
・SNS暴力 －なぜ人は匿名の刃をふるうのか－
　［毎日新聞出版］　　　　　　　　　　　　毎日新聞取材班
・ここにしかない大学 －APU学長日記－［日経BP］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出口　治明

【児童書】
・ココロ屋 －つむぎのなやみ－［文研出版］　　梨屋　アリエ
・拝啓パンクスノットデッドさま［くもん出版］石川　宏千花
・ライラックのワンピース［ポプラ社］　　　　　小川　雅子
・うみのとしょかん　あらしがやってきた［講談社］
　　　　　　　　　　　葦原　かも　作／森田　みちよ　絵
・ずかん ウイルス －見ながら学習調べてなっとく－
　［技術評論社］　　　　　　武村　政春・宮沢　孝幸　監修
・動物たちが教えてくれる海の中のくらし［福音館書店］       
　　　　　　　　　　　　佐藤　克文　文／木内　達朗　絵
・すごくてヤバい恐竜図鑑［カンゼン］
　　　　　　　　　　　　平山　廉　監修／蟹　めんま　絵
・ねぎぼうずのあさたろう その11   なかせんどうもどりたび

［福音館書店］　　　　　　　　　　　　　　　飯野　和好
・ぎょうれつのできるスパゲッティやさん［教育画劇］　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくざわ　ゆみこ
・にんじゃいぬタロー［講談社］　　　　　　　　渡辺　陽子
・はたらくくるまたちのかいたいこうじ［ひさかたチャイルド］
　シェリー・ダスキー・リンカー　文／ AG・フォード　絵

ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「もっこすの城　熊本築城始末」

「医者がすすめる温泉療行　大分県竹田市長湯温泉」

「中高生の悩みを『理系センス』で解決する40のヒント」

伊東　潤　   　KADOKAWA

栗原　毅　監修　　笠倉出版社

竹内　薫　　PHP研究所

　織田信長の家臣・木村忠範は自らが造った
安土城で討ち死にを遂げた。嫡男の藤九郎は
家族を養うため、肥後半国の領主となった加
藤清正のもとに仕官を願い出る。藤九郎は清
正に「最強の城を造れ」と命じられ…。次から
次に持ちあがる難題に立ち向かう藤九郎は、
日本一の城を築くことができるのか!? 熊本城
に生涯を賭した築城家の一代記、感涙必死の
戦国ロマンです！

　日本一の重炭酸泉・ 長湯温泉のムック本が
発刊されました。「重炭酸泉」とは全身の血流
を良くし、万病のもとを断つ有効成分「重炭
酸イオン」が溶け込んだ「天然の炭酸泉」のこ
と。長湯のつかる・めぐる・食べるがたくさ
ん！写真やイラストを交えてとてもわかりや
すく紹介されています。温泉旅館、お食事処、
見どころガイドが付いています。ぜひご覧く
ださい。

　中学生から大人まで読める「心の友だち」シ
リーズ。今回はあなたの生活や人生において
役立つ「理系センス」を紹介する本です。「理系
センス」を身につけ、それを使っていま目の前
にある悩み、あるいはこれから遭遇する問題
を解決し、人生を切り開いていきましょう。
理系の方にも理系が苦手という文系の方にも
手に取っていただきたい本です。

伊東　三郎　再話／堀内　誠一　画　　福音館書店

「くろうまブランキー」

　イラストレーター堀内誠一さんが初めて
手掛けた絵本、原作はフランスにあるフレ
ネ学校の幼児たちがグループで共同制作し
たとのこと。なんと1958年に出版されたロ
ングセラー絵本です。主人からこき使われ
死にそうになってたおれてしまったブラン
キー。ちょうどその日はクリスマスのばん、
サンタクロースがてんからそおっとおりて
きました…。
　やさしくてあたたかい一冊をクリスマスの夜にぜひ読んで
あげてください。

児童書

郷土の本

　早いもので今年もあとひと月となりました。日に日に寒くなって参ります
が、こたつの中で温まりながらの読書なんていかがでしょう？
　今年もご利用いただきありがとうございました。良い年をお迎えください！

おはなしひろば　　毎週火曜日　10:30～11:00（22日㈫は除く）
たけのこ文庫のおはなし会　　　12月12日㈯　15:00～15:30
おはなしルーム　　竹田幼稚園　12月３日㈭　14:00～14:30
　　　　　　　　　南部幼稚園　12月10日㈭　14:00～14:30
おはなしひろばのクリスマス会　12月22日㈫　10:30～11:15（午前の部）

（午前・午後とも内容は同じです）　　　　　　　13:30～14:15（午後の部）
※竹田市立図書館の年末年始の休館日は12月28日㈪～１月４日㈪です。

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊
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市長コラム
〈第135回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

私
は
行
政
マ
ン
時
代
か
ら
広
報
広
聴
活
動
に
長

く
身
を
置
い
て
き
た
か
ら
、
地
域
の
声
を
し
っ
か

り
聴
い
て
、
そ
れ
を
政
策
化
し
、
そ
し
て
そ
の
魅

力
を
情
報
発
信
す
る
と
い
う
作
業
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
き
た
。
も
う
40
年
以
上
に
な
る
。

　

だ
か
ら
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
も
、
行
政
情
報

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
魅
力
、
住
民
活
動
の
素
晴

ら
し
さ
を
内
外
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
取
り
組
み

を
強
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

☆

　

幸
い
に
、
最
近
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
効
果
が

定
着
し
、
そ
し
て
地
元
紙
で
あ
る
大
分
合
同
新
聞

社
の
原
田
支
局
長
の
お
力
添
え
の
お
蔭
で
、
多
く

の
方
々
か
ら『
竹
田
市
の
元
気
の
良
さ
』が
評
価
さ

れ
始
め
て
い
る
の
を
肌
で
感
じ
る
。
私
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
も
そ
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
か
も（
笑
）

　

瀧
廉
太
郎
や
田
能
村
竹
田
を
生
み
出
し
た
ま
ち

な
ら
で
は
の
個
性
も
伸
び
て
き
た
。

☆

　

そ
れ
ら
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
災
害
か
ら

復
興
し
た
文
化
ホ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
ツ
の
完
成
と
そ

の
利
活
用
の
素
晴
ら
し
さ
が
竹
田
フ
ァ
ン
を
生
み

続
け
て
い
る
し
、
歴
史
文
化
館
・
由
学
館
や
交
流

プ
ラ
ザ
の
完
成
は
、
そ
れ
が
世
界
的
に
有
名
な
隈

研
吾
氏
の
設
計
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
の
活
用
に
後
押
し
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、

飛
躍
的
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
嬉
し
い

限
り
で
あ
る
。

　

昨
今
、
全
国
的
に
高
齢
化
に
よ
る
ま
ち
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
竹
田
市
が
注
目
を
集
め
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
や
作
家
た
ち
の
移
住

定
住
も
順
調
で
、
人
が
人
を
呼
び
込
ん
で
い
く
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
光
が
差
し
て
き
た
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
岡
城
の
知
名
度
を
上
げ
た
い

と
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
Ａ
Ｒ（
仮

想
現
実
）の
導
入
が
成
果
を
見
せ
始
め
て
、
秋
の

岡
城
は
土
日
に
限
ら
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
し
、
先
日
私
が
岡
城
の
視
察
に
出
向
い
た
と

き
は
国
東
市
の
安
岐
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
大
勢

訪
れ
て
い
た
。

　

引
率
の
先
生
の
話
に
よ
る
と
、「
午
前
中
に
久

住
高
原
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
天
空
の
舞
台
を
見
て
、
い
ま

岡
城
で
す
。
世
界
に
通
じ
る
舞
台
を
一
日
で
見
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」と
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。

　

岡
城
の
魅
力
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
文
化
財

課
が
取
り
組
ん
で
い
る
雑
木
の
整
理
も
効
い
て
い

る
。
平
日
で
も
駐
車
場
が
満
杯
に
な
っ
て
い
る
が
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
は
大
分
、
熊
本
、
久
留
米
、
宮
崎

な
ど
な
ど
。
つ
ま
り
、
九
州
が
主
で
あ
る
が
、
話

を
伺
っ
て
み
て
も
、
久
留
米
や
熊
本
か
ら
の
観
光

客
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
要
因

は
何
か
。
や
は
り
先
日
全
線
が
開
通
し
た
国
道
57

号
の
影
響
が
大
き
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。「
道

が
良
く
な
っ
た
か
ら
久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
」と

話
す
熊
本
か
ら
の
観
光
客
が
、「
岡
城
は
随
分
前

に
来
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
雑
然
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
見
違
え
る
ほ
ど
に
綺
麗

に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

嬉
し
か
っ
た
。

☆

　

さ
ら
に
。
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
て
長
湯
の
温
泉
地

に
も
観
光
客
が
戻
っ
て
き
た
。
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
効
果
が
大
き
く
て
、
宿
泊
施
設
は
昨
年

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
言
う
。
先
日
も
、
ま

ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
た『
が

に
湯
お
茶
会
』と
言
う
の
が
あ
っ
た
が
、
県
内
外

か
ら
若
者
た
ち
が
訪
れ
て
い
た
し
、
大
分
大
学
の

渡
邊
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
が
長
湯
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
事
業
の

た
め
に
訪
れ
て
い
た
。
加
え
て
温
泉
力
の
情
報
発

信
と
い
う
こ
と
で
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
経
営
す
る

㈱
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
。
先

日
も
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
受
け
入
れ
に
温
泉

地
の
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
う
い
う
動
き
に
反
応
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、

個
人
や
企
業
の
皆
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
増
え
続

け
て
い
る
。

　

土
日
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
場
も
満
杯
で
、
こ

れ
ま
た
世
界
的
建
築
家
で
あ
る
坂
茂
氏
の
設
計
が

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
。

☆

　

あ
ら
た
め
て
。
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の
一
番
は
、

ま
ち
の
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
だ

と
感
じ
る
。
夢
と
希
望
に
満
た
さ
れ
て
、
多
く
の

可
能
性
が
花
開
く
予
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
多
彩
な
戦
略
が
竹
田
市
の
総
合
力

を
高
め
て
い
る
し
、
竹
田
市
内
の
遊
休
地
や
遊
休

施
設
の
視
察
が
増
え
て
企
業
が
誘
致
で
き
る
日
も

そ
う
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
国
勢
調
査
の
集
計
作
業
も
進
み
つ
つ

あ
る
が
、
竹
田
市
の
人
口
は
２
万
人
を
切
る
こ
と

は
な
さ
そ
う
だ
と
言
う
予
告
も
入
っ
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
歴
史
文
化
、
自
然
資
源
に
力
の
あ
る

竹
田
市
で
あ
る
。
あ
と
は
市
民
が
手
に
手
を
取
り

合
っ
て
竹
田
市
の
魅
力
を
語
り
、
情
報
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
未

来
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

『
内
に
豊
か
に
外
に
名
高
く
』と
唱
え
て
き
た
け
れ
ど

過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
未
来
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

←
AR効果が出たのか、
若い観光客も増えた
ようだ。
岡城の魅力が本領発
揮か
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新型コロナウイルス感染防止について
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00～19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有
　（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

グランツたけたからのお知らせ
いよいよ始まる！『マダム・バタフライ塾』参加者募集

『蝶々夫人』誕生のナゾに迫り、地域の魅力を掘り起こします。
　オペラ『蝶々夫人』のモデルと言われている二人の女性、グラ
バー・ツルとオカネさん。竹田にゆかりのある二人の女性にス
ポットをあて、竹田発のオリジナル作品を創っていきます。
日　程　2021年１月９日㈯～３月14日㈰ （全５回、18講座）
参加料　無料　＊１講座単位での受講も可能です。

「岡藩400年の歴史からみる
ツルとカネ、そして廉太郎」

日時　2021年1月９日㈯  14:00～／18:00～ 
　　　10日㈰  9:00～／13:00～（２日間４講座）
講師　藤原惠洋（九州大学大学院教授）ほか
　竹田で暮らしたツルやカネゆかりの地を巡り
ながら、竹田の地勢や歴史を知ろう。

「竹田を知る妄想大会 
ツルとカネの周りの人を想像してみよう」
日時　2021年１月23日㈯　 14:00～／18:00～
　　　24日㈰　 9:00～／13:00～（２日間４講座）
講師　永山智行（劇作家・演出家）
　ツルとカネが暮らした時代に想いを馳せ、新
たな登場人物を創ってみる妄想大会。

●１月開催講座

１月４日㈪　18:30開場　19:00開演
１月５日㈫　13:30開場　14:00開演

　2020年のコロナ禍で大きなダメージを受けな
がらも全国ツアーを再開、「全力」で復活に臨む
TAOを応援しよう！ 
竹田市民ファミリー割引（竹田市民、同居ご家族
に限る／限定100枚）
販売期間　12月１日㈫～12月27日㈰

２枚セット  9,000円 1,000円お得！
３枚セット 13,000円 2,000円お得！
４枚セット 17,000円 3,000円お得！
５枚セット 20,000円 5,000円お得！

※全席指定、消費税込み。販売はグランツ窓口のみ。
※お席は選べません。

DRUM TAO 応援企画
市民限定ファミリーチケット販売

小曽根真  Piano SOLO LIVE !
日　時　12月６日㈰　13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般5,000円　市民価格4,000円
　　　　Gシート2,000円

川畠成道 ヴァイオリン・リサイタル
日　時　2021年１月16日㈯  18:00開場  18:30開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　川畠成道（ヴァイオリン）、
　　　　寺嶋陸也（ピアノ）
入場料　一般3,500円　市民価格 2,500円
　　　　高校生以下1,000円

グランツ映画館“玉洗劇場”『37セカンズ』
　出生時に37秒間呼吸が止まったことで脳性麻痺
となった主人公の成長を描くヒューマンドラマ。
日　時　2021年１月30日㈯
　　　　10:00～／14:00～／18:00～（各回20分前開場）
会　場　キナーレ
入場料　前売　一般1,000円、高校生以下500円
　　　　当日　一般1,200円、高校生以下600円

即興芝居×即興コメディ
ロクディム「バレンタインだ！この瞬間を一緒に笑おう」
日　時　2021年２月12日㈮　 開場18:30　開演19:00
　　　　　　 　２月13日㈯　 開場13:30　開演14:00
チケット発売　 12月４日㈮
会　場　キナーレ
入場料　前売一般2,000円、
　　　　高校生以下1,000円（要学生証）
　　　　※当日500円増

佐藤美枝子 ソプラノ・リサイタル
日　時　2021年２月14日㈰　開場14:30    開演15:00
会　場　廉太郎ホール
出　演　佐藤美枝子（ソプラノ）、河原忠之（ピアノ）
入場料　一般4,000円、市民価格3,000円、
　　　　Gシート1,000円

吉本ミニ新喜劇＆バラエティ in たけた
日　時　2021年２月27日㈯
　　　　昼の部13:00～ /夜の部16:30～
会　場　廉太郎ホール
出　演　間寛平、すっちー、ガンバレルーヤ、
　　　　月亭太遊、野良レンジャー ほか
入場料　一般5,000円、市民価格4,000円、
　　　　Gシート3,000円
チケット販売　12月12日㈯  10:00～

©久富健太郎

間　寛平

 ©武藤  章

©DRUM TAO

【グランツ市民企画応援プロジェクト】
音楽とイコンで贈る竹田のクリスマス
日　時　12月13日㈰　15:30開場  16:00開演
会　場　キナーレ　　出　演　植木由香（ピアノ）、森田良平（コントラバス）
入場料　一般前売1,000円（当日500円増）
　　　　中・高校生500円、小学生以下無料
問☎070-5540-8536（山下）

『食をタネから考えよう』～次世代にいのちをつなぐタネ～
ドキュメンタリー映画の上映と小山敬晴さん（大分大学准教授）による講演を行います。
日　時　12月20日㈰　上映15:05～／18:00～、講演16:30～
会　場　廉太郎ホール　入場料　一般500円、高校生以下無料
問タネを考える会 in 竹田　☎090-4204-9251（中園）

【公演中止のお知らせ】
　３月に予定していた公演「ミラノ大聖堂聖歌隊と真言宗声明による祈りの音楽」
は中止となりました。

・問
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阿孫  久見

ヤマシグレ（レンプクソウ科）

郷土の植物
（380）

第189回

綺麗になった岡城跡の石垣を見に行こう
― 岡城跡石垣清掃活動が行われました

　10月31日、国指定史跡岡城跡で石垣などの清掃活動
が行われました。
　この活動は、秋の紅葉シーズ
ンを前に岡城跡をきれいにし、
観光客に楽しんでもらおうと、
市が九州電力と共同で昭和55年
から行っています。
　清掃には九州電力関係会社や
JR九州、地元企業や団体など約
300人が参加。３時間ほどかけ
て清掃や除草作業を行い、より
魅力的な石垣を眺めることがで
きるようになりました。


